「マルタさんとマリアさん」　2010年5月9日(日)　聖日家族礼拝
1． 今から2000年前のイスラエルのお話しです。マルタさんとマリアさんという、とても仲の良い

姉妹がおりました。この二人は神様を信じて、イエス様に従って生きていました。ですからイエス様も、この家族のことをとても大切に思っていました。

2． ある日イエス様は、マルタさんとマリアさんのお家を訪ねてくださいました。

マルタ「イエス様、私たちの家に来てくださって、ありがとうございます！ 私は心を込めてお料理をお作りしますね！！」

マリア「イエス様が私たちの家に来てくださるなんて、夢のようだわ。神様のお話しをたっぷりお聞きできるのね、うれしいわ！」

3． マルタ「さあ腕によりをかけてお料理しましょ。鯛の尾頭付きでしょう、神戸牛のステーキでしょう、
　　　　　特上のお寿司でしょう、もっともっと作らなきゃ、デザートも用意しなちゃ。イエス様はお茶かしら、コーヒーかしら、紅茶かしら、ウーロン茶かしら、こぶ茶かしら、青汁かしら、何がいいかしら～。ああ忙しい忙しい、目が回っちゃうわ。
　　　　　・・・ところで妹のマリアは何してるのかしら？ さっきから姿が見えないわ・・・」

4． マルタ「あら、あんなところに･･･。イエス様のそばに座って、イエス様のお話しを聞いてるわ･･･」

お姉さんであるマルタさんのお手伝いをせずにイエス様の足元でお話しを聞いているマリアさん・・・

さて、ここで問題です。

この妹のマリアさんを見て、マルタさんはいったいどういう行動をしたでしょうか？

次の三つの中から選んでくださいね。では、まず第①に・・・

5． マルタ「ちょっとマリア！あんた何様のつもりなのよっ!? 目が回るほどあたしが忙しくしてるって　

　いうのに、妹のあんたが手伝わないなんて、ちょっとどういうことよっ！

　イエス様、あたしの手伝いをするようにこの妹に行ってやってくださいな。」
これが第①のマルタさんです。さて、では第②のマルタさんは・・・

6． マルタ「何も問題ありませ～ん、no problem～。あなたはイエス様のお話しをず～っと聞いていて

　　　　　いいのよ。私は一人でな～んでもするから、心配しないでいいわよん。あたしは人生悟っちゃってますからね、ちょっとやそっとじゃ怒りませんことよ。おほほほほ・・・」

これが第②のマルタさんです。さて、では第③のマルタさんは・・・

7． マルタ「あんたはいけない子だねえ、こんな悪い子は食べちゃいましょ。おお、いいおEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(だし),出汁)が出ていること！ けっーけっけっけっけっ、ぐつぐつ煮込んで食べましょ食べましょっと。」

これが第③のマルタさんです。さてさて、本当のマルタさんは何番でしょう？答えは～？

8． 答えはなんと①番ですっ！ マルタさんは、妹のマリアさんが手伝わないので、怒っちゃったんですね。
　それでイエス様に文句を言いにいったと、そう聖書に書いてあるんです。

　　そのマルタさんに対して、イエス様はこうおっしゃいました。

９．「どうしても必要なことはただ一つだけです。」ルカ１０：４２
イエス様は、マルタさんのしていたことをしかったのではありません。イエス様のために一生懸命に
なってせっかく良いことをしていたのに、イライラして怒ってしまったマルタさんに対して、「神様の

ことを思うことが大切なのですよ」と、やさしく教えてくださったのですね。

10．マルタ「マリア、私イライラしちゃってごめんなさい。」

　　マリア「いいえ姉さん、私こそお手伝いしなくてごめんなさい。

　　マルタ「いいのよ。さあ、一緒にお料理作って、イエス様に食べていただきましょう！そしてたっぷり

　　　　　　イエス様のお話しをお聞きしましょう！！」

　　マリア「うん、今日はなんてうれしい日なのでしょう。感謝だわ」

こうしてみんなで仲良く楽しく時を過ごしたということです。　おしまい。

